
2206A 22マチックレカ  ウィークデーター

仕 様

機 械 落径

機械 厚 ミ

テ ンプ振動 数

自動 巻 (手巻 装 置付 )

カ レンダー (日 付 ・ 曜 日・

17.20mmφ

5.85mm

28,800巨コ/日寺

曜文 字和 英切 換機 構・

)リ ュウ ズ回 4_7式 日曜早 修正 装

置付 )

2) 特 長

分 解 ・組 立が容 易 で、機能 の安 全 性 を充

分 考 慮 して設計 され た部 品点数 の 少 な い

高 振動 時 計 です。 また、 ロー ドマ チ ック

と同様 の機 能 を もつ た 多機 能 な婦 人用 腕

時計 です。

3)分 解 ・ 組 立

分解は、図の番号の① ～①の順序で分解

して くだ さい。 組 立 は、 図の番号 の⑩ ～

① の順 序 で組 立 て て くだ さい。

4) 一圧 ,由

図 中 で つ ぎの 記 号 は 、 油 の種 類 ・ 量・ 注

?由 箇 所 を示 し ます 。

●種ユ 類

_ メ ー ビ ス A

■■ メ ー ビ ス V

¬両 セ イ コー ウ オ ッチ 油 S-6

●注 ,由 量

の  多 め に

の 標 準 量

O極 く少 量

1哺

軋

取 扱 説 明

1  2 3

ヨ∃

1段 目
2段 目

3段 目

ゼ ン マ イ 巻

0日 修 正

l■_l曜 修 正

針 合 せ

rヽ
――――

し
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2206Aカ レングー機構

訃 毀

ヴ当
´

肛 ′

筒 カ ナ

＼
＼              日躍制 レバー

聰

聰

瘍

⑦

③

⑨

⑩

①

⑫

⑬

⑭

①

車

車 押 エ ネ ジ (3本 )

車オ甲エ

歩

①

鶉

鯰

蝙

中 間 車

日 送 ツ

曜 送 ン`

日 送 車

日躍 制 レバ ー バ ネ

曜 躍 制 レ バ ー

t

文 字 板
②

婢板受リング③ 摯

筒 座
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2206A分 解・組 立 上 の 注 意

1で

鯰針 座

20-40/100o・ F

鯰筒 座

筒 座 が つ い て い る モ デ ル とつ い て ヽヽ な い モ デ ル が あ り

ます。

筒 車 ア ガ キが 10/100mm以 上 の と き使 用 し ます 。

(輪列 、 車 、 ア カ ギ の 2～ 3倍 )

鯰 曜 車 の 取 付 け方

曜 曜 制 レバ ー は み え ませ ん。 ピ ン セ ッ トや サ グ リ棒 を

曜 耳iの 窓 穴 0こ 入 れ 曜 曜 十11レ バ ーーを逃 が し な が ら日程2菫
'事

とか み あ わ せ て くだ さ い。

鯰・鰊・鯰 日送ツメ、曜送ツメ、 日送車の組合せ

上 言己3部 品 ιま金 色 と銀 色 の 2種類 が あ ります .

地 IFtに た っ て い る 日送 卓 ピ ンの 偏 心 の あ る 、 な しで金

色 系 と銀 色 系 を使 い わ け て くだ さ い。

文字板 の厚 み程度 に曲 げ て くだ さい。

曲げ す ぎて も平 らす ぎて も曜送不 良の 原 因 とな ります。

蟷・鯰・鶉 日・曜送ツメの取付 け方

地 板 (日 送 車 ピ ン ) 日  送   車 曜 送  ンヽ メ 日 迫三 ン` メ

偏 心 ピ ンな し 802221(3良てL) 868220(,艮 (■ ) 556221(゛艮(L)

偏 ′亡ヽ ビ ンつ き

幸
802222(イきてL)

P
868221(イさ(色 )

OD
556222(イト(L)

日送 車上 面 へ 少 量 注 油

→
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2206A 自動 巻 機 構

転 錘 止 ネ ジ

回 転 錘

⑩

④

[
廿

/―
一

二

一
伝
一

ゼ` 押 エ ネ ス 金 O②

伝工多ヽゼ押工薇

ェ受
(互)

④堀ヵ州エバネ止ネ

④赫ヵ却エバネ

⑩

一 番 伝 工 車

―ボー ルベ ア リングが ネジ止 され て
い る もの もあ ります が 、はずす必

要 はあ りませ ん。

(分解時の注つ

オ ン ド リ ピ ン は 、 ブ ッ シ ュ が 押 込

ん で あ り ま す の で 、 抜 け ま せ ん。

わ

遊 動 座 (遊動 車付

遊動車 と遊動座の分離す るタイプ

もあ ります。

鸞

聰

二 番 伝 工 車

二 番 伝 工 下 歯 車

liモ鰺
|;｀

｀`
         伝工受ネジ(2」厖
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2206A 分解 0組立 上 の 注 意

聰 伝 ェ コハ ゼ 押 工 の 取 付 け 方

イ云エコハゼオ甲工を、受の中心部によせながら、ネジを

十 分 に しめ て くだ さ い。

は なれ て ぃ る と回 転 錘 が 伝 エ コハ ゼ 押 工 に す れ る場 合

が あ ります 。

や 伝 エ コハ ゼ

(組立時の注意 )

ェ コハ ゼ 押 エ

は な れ て い る

'｀

lil囀 ::1:ll'

鯰遊動車の作動チェック ( 回 転錘 取 付 後 の チ ェ

鯰・鯰 二 番 伝 ェ 車 、 二 番 伝 ェ 下 歯 車 の 取 付 け 方

回転錘 を指 で 回 して伝 エ コハ ゼが軽 く作 動 す るか チ ェ

ック して くだ さい。 バ ネの 力 で軽 く戻 らな い場 合 は、

伝 エ コハ ゼ ピンに メー ビス Aを 少 量塗布 して くだ さ い。
油 量 が 多 い と油 が流れ て作 動 不 良 とな ります の で注意

して くだ さい。

ッ ク )

ゼ ンマ イ を角 穴 車 1回転 ぐら い 手 巻 き し た後 、 時 計 を
45° ぐら い傾 け 、左 右 に ユ ラ ユ ラ振 っ て 回 転 錘 が 滑 らか

に動 くか チ ェ ッ ク して くだ さ い。

コ ツ コ ツ手 ご た え の あ る場 合 は 、 回転 錘 が イ云エ コハ ゼ

押 工 に す れ て い るか 、 遊 動 車 の 作 動 不 良 で す。

遊 動 車 不 良 の場 合 は 、 遊 動 車 を交 換 して くだ さ い。

二 番 伝 工車 と二 番 伝 工下 歯 車 をセ ッ トす る 器械 に 組 込 む

一一

注 ツ由す る

組 込後 、一 番 受 の 裏 に ネ ジ止 され て い る伝 工 車 押 エ バ

ネ先 端 が 、一 番 受 側 面 に す れ ず に ス ム ー ズ に上 下 す る

か確 認 して くだ さ い。

伝 工 車 押 エバ ネ
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2206A 切 換 機 構

日ノ裏押エネス2わ①

ノ裏 押 工

(I)

日 /裏 車
①

切換レヾ―ネジ①

オシ ドリ

ンヌキ

カンヌキバネ

①

⑩

①

⑫

①
一ら

レヾ一聰

カンヌキ押エネジ(2本 )

カンヌキ押エ

―

リュ ウ ズ付 巻 真

ｌ

一
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2206A分 解・組 立 上 の 注 意

ヽ

鸞 切 換 レ バ ー ヘ の 注 油 (揺動 レバ ー部 、 修 正 歯 車 部 )

聰 切換 レバーの取付 け方

鸞 切換 レバ ー作動具合の点検

巻 真 を二 段 目 に 引 き出 して 、 リュ ウ ズ を ゆ っ く り左 右

に 半 回転 ず つ させ て くだ さ い。 揺 動 レバ ー が 軽 く切 換

レバ ー の 長 穴 い っ ぱ い に揺 動 す れ ば 良 好 で す 。

⑩ リュ ウ ズ 付 巻 真 の 取 付 け 方

イ則とリュウズのす き間をできるだけ少な くして くださ

い。 リュ ウ ズ に 強 い衝 撃 を受 け て も巻 真 が 必 要 以 上 に

押 込 まれ な い の で 、 リュ ウ ズが 引 き出せ な くな る よ う

な事 故 が 防 げ ます 。

注 油が 多す ぎます と、切 換 レバ ー体 と揺動 レバ ー

とが粘 着 して、揺動 レバ ーの動 きが悪 くな ります。

巻 真 を一 段 目 に して

① ,② ,③ の順 序 で セ ッ トし ます 。

す き 問

す き間 を O15mm以 下 に 修 理 して くだ さ い 。

の

リ ュ ウ ズ 右 回 転 の 場 合

〇

リ ュ ウ ズ 左 回 転 の 場 合

じ
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2206A 輪 夢U言周速 機構

―

―

‐
針 力

…

バ ネ 止 ネ

⑩

受 ネ ジ (3本 )

⑫

①

①

①

①

①

⑩

①
香 箱 車

一 番 受

九 穴車の注油

一 番受 裏面 か ら丸 穴車の V溝
部.lこ 適 壬量注 油 して くだ さい。
ツ由が 多い と汚れ 、少 な い と自
動 巻上 効率 の低下 の原 因 とな
ります。

①

①

①

① テ ン プ 受 ネ ジ

テ ン プ付 テ ン プ 受

Ｏ

①

①

⑩

①

~ア ン ク ル 受 ネ ジ

(2本 )

アンクル受

t

①

秒 針 カ ナ

⑫二番車―――――＼＼
①鯨車―――  ＼

ず鼎選ゞ

①華受ネズ2

二 番 受

四 番 車
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2206A 作 動 説 明～~13

自動 巻 機 構 作 動 説 明

巻 上 機 構

回 転錘 が 右 回 転 の場 合

お
遊 動 車 A―  ― =菫

■

一 番 伝 工 車 ― ―

2 ク ラ ッ チ オ幾構 (二番 伝 工 車 、二 番 伝 工下 歯 車 )

ゼ ンマ イの 自動 巻 上 げ と手 巻 の 両 方 を可 能 に す る装 置

で 、 キ チ 車 と ッ ヅ ミ車 の か み あ い と ま っ た く同 じで す ぃ

手巻 の場 合

伝 工 車 押 エ バ ネ /
/

二 番 伝 工 下 歯 車

二 番 伝 工車 と二番 伝 工下 歯 車 は

ス リ ップ します。

1rr r /\t/\?-

イ云エ コハ ゼ

ニ 番 伝 工 車

回転錘 の 回転 方 向 に よ り遊動 座 が遊動 し、遊動 車 A、 また は A・ Bを 駆動 させ ます。

回 転 錘 が左 回 転 の場 合

自動 巻 Hザの 場 合

-*li r -

=*l=-+

二 番伝 工 草 と二 番 伝 工下 歯 車 は、

かみ あ って 角穴 中に 力 を伝 え ます。
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2206AL 伯:目助討色F月

カ レングー機構作動説明

下 図 で赤 くぬ 為れ た部 品 が リュ ウ
ズ か らの 回 転 力 を伝

ま圭す るイ支目 を して い ます 。

リュ ウ ズニ 段 目―― ―

ずヽ

[

ソ

t

ゼ ンマ イ巻

日 付 修 正

日程日4多I三

の
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